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ま
ず
確
か
め
ま
乙
ょ
う

州

m
M
恕
基
本
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

本
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
し
た
基
本
選
挙
人
名
簿
在
、
次
の
ど
お
り
一
般
の
縦
覧
に
供
い
ま

す
の
で
、
期
間
申
に
名
簿
登
録
の
有
無
を
ぜ
ひ
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

よ

ム
期
間
昭
和
三
十
二
年
十
一
月

五
日
か
ら
十
一
月
十
九
日
ま
で

(十
五
日
間
)

ム
時
間
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
(
土
、
日
曜
日

を
含
む
。
)

ム
場
所
大
村
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
(
市
役
所
正
門
前
)

な
お
、

出
張
所
管
轄
区
域
の
人

は
、
縦
覧
期
間
中
、
名
簿
の
抄

本
径
関
係
出
張
所
に
備
え
つ
け

ま
す
の
で
、
と
れ
を
と
覧
く
だ

さ
い
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
選
挙
権
が
あ
る
人
で
も

名
符
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
選
挙

ω際
投
票
す
る
乙
と

が
で
き
な
い
の
で
、
と
の
点
特

に
ど
注
意
く
だ
さ
い
。

(選
挙
管
理
委
員
会
)

り

参
加
さ
れ
る
こ
と
で
、
調
製
が

公
開
さ
れ
る
と
と
で
す
。

つ
ま
り
名
符
に
登
録
も
れ
や
誤

載
な
ど
が
工
い
か
を
、
皆
さ
ん

に
よ
く
点
検
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。

し
た
が
っ
て
縦
覧
期
間
中
で
あ

れ
ば
、
登
録
も
れ
や
間
違
っ
た

登
載
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
一
・
市
政

懇

談

会

申
出
に
よ
り
名
簿
を
修
正
す
る
一
・
・
1
4
;
'
4

・

4

方
法
が
あ

り

ま

す

。

一

日

月

4
日

ま

て

開

く

名

簿

は

昭

月

m日
か

一
水
害
で
延
期
し
て
い
た
市
政
懇
談

一
会
を
行
う
と
と
に
な
り
、
十
月
こ

ら
向
う
一
年
間
使
用

一一
十
四
日
か
ら
西
大
村
地
庶
を
皮
切

な
お
、
と
の
名
簿
は
、
本
年
十
す
に
、

二
十
五
日
竹
松
、
二
十
八

一
一
月
二
十
日
に
確
定
レ
、
名
簿
?
臼
福
重
、
二
十
九
日
松
原
、

一ニ十

に
登
録
さ
れ
た
人
は
、

翌
年
の
一
一
日
萱
瀬
地
民
を
開
催
し
た
。

士
一
月
十
九
日
ま
で
の
一
年
間
一
十

一
月
一
日
は
鈴
田
中
学
校
(
鈴

に
行
わ
れ
る
公
臓
の
選
挙
に
、
百
地
区
)
、
ニ
日
は
市
役
所
議
場

資
格
が
欠
け
な
い
限
り
投
票
す
一
(本
庁
地
区
)
、
四
日
は
三
浦
公

一
開
館
(}一一
補
地
以
)で
開
附
す
る
。

赤

ち

ゃ

ん

の

検

診

日

月

η・
同
日

一
時
間
は
午
後
二
時
か
ら
で
、
今
回

一
は
地
区
内
の
各
部
出
体
代
表
者
を

第

一

回

県

下

コ

ン

ク

ー

ル

γ
表

彰

一
対
象
と
し
て
、
市
長
の
市
政
現
況

一
説
明
や
出
席
者
か
ら
の
質
疑
、
要

子
供
を
阻
全
じ
育
て
る
こ
と
は
お

一
該
当
者
は
も
れ
な
く
参
加
し
て
く
一

一

一
望
の
開
陳
を
行
う
。
(
庶
務
課
)

母
さ
ん
万
の
豆
、
裂
な
貿
指
ぜ
あ
り

一
だ
さ
い
。

一

刷
出
掛
な
子
供
は
、
乳
児
の
時
か
ら

玄

十
一
月
十
一

一口

(火
)(
A
組
)
一
…

TU
i-議
関
瀦
畿

深
い
愛
附
と
正
し
い
他
康
管
制
午
に
一
昭
和
二
干

一
年
九
月
一
日
か
ら
一

一一一
ー
〓
…~一一ぃ一

一蕗

繍

醐

麗

纏

よ
っ
て
育
て
ら
れ

ま

す

。

二

二

十

二
年
二
月
末
日
ま
で
の
出
一

九……

一致

義

潜

閣

轍

今
度
乳
児
の
保
管
逗
に
重
点
を
一
生
者

一

議

及
品
離
輔
欝
組
閣
臨

置
き
乳
児
の
体
位
向
上
を
は
か
り
一
ム
十
一
月
十
四
日

(木
)(
B
組
)
一
一部
V
一一…

瀦
翻
麟
幽
漕
週

併
せ
て
健
康
俊
民
児
を
表
mw
し
乳
一
昭
和
三
十
二
年
一
コ
三
ニ
貢
一
月
一
百
日
か
ら
長
恥
ドrレい恥い陥持陥制陥凶拘一千川コγよ寸J

汁~…一川川んι
一一麟一一
い
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川

児
在
に
対
字
す
る
白
凶
、心ω草を
丙
窓
め
、
母
空
子
三
一

八
月
塁一コ三ニ
一
土
口

2まで
Zの出
星
生
者
萱
一
拡拡ゑ為州Wγ

衛
生
の
向
卜
hJf
則
す
る
た
め
長
川
一
ム
午
前
十
時
か
ら
交
付
、
午
後
二

戸
~
J
J
5
3
一一一〈

¥

繍

L
A
一

県
の
主
悩
で
年
一
斉
に
ホ
ち
ゃ

一

時
か
ら
緊
で
す
か
ら
昼
食
を

一

ぞ

一一一一人
J

一

織

機

欝

ん
の
検
討
山
た
わ
れ
ま
す

。

一

日

参

し
て
く
だ
さ
い
。

一

ル

iT
1
鱗
隙
閣
総

本
市
で
は
次
ψ
誤
加
に
よ
り
史
郎

一

場
所
は
大
村
保
町
山
川
一
線
約

Wu--sM
蹴
概
関
側
関
闘

い
た
し
ま
ず
か
ら
強
い
他
民
主

一
審
査
の
結
果
、
室
児
は
き

一

道

義

務

家

信

勇

猛

ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い
た
だ
く
た
め
一
れ
ま
す。

(保
険
衛
牛
一
課
)
一
同
大
村
地
区
の
市
政
懇
間
会

アご政市村

あ
な
た
は
名
簿

の
確
認
者
で
す

一定

血

思

縦
覧
と
は
、
有
権
者
の
皆
さ
ん

が
選
挙
人
名
簿
の
調
製
手
続
に

大昭和 32年 11月 1日(ー)

転
出
入
(
市
内
移
動
も
合
む
)

、-
l-. 

、-
l-. 

を

保

存

じ

て

と

ス
ポ
ー
ツ
祭
典
H

閃
く

第
二
回
市
民
休
育
祭

口
和
目

11 
参加歓迎

市
民
の

o
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
。
第
二
回
大
村
市
民
体
育
祭
を

十
一円
月
十
日
を
閉
心
に
十
二
部
同
(
陸
ヒ
競
技
を
除
く
)

に
わ
た
っ
て
、
市
内
各
会
場
で
盛
大
に
開
催
す
る
。

し

て

く

だ

き

ム

接

精

期

と
れ
は
一
軒
選
手
の
競
技
で
な
く

一は
、
各
休
育
団
体
に
通
知
し
て
あ

全
市
民
の
休
育
レ
ク
リ
エ

1
シ
ヨ

一り
ま
す
が
、
一
般
の
方
は
教
育
聾

ン
と
し
て
、
健
闘
増
雄
、
融
和
親
÷
員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

陸
を
い
九
か
る
も
の
で、

一
般
の
参
一競
技
種
目
、
開
催
期
目
、

場
所
は

引
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

一

次
の
と
お
り。

な
お
申
仏
、
競
技
w
k
a
附
開
制
山
内
一ム
軟
式
庭
球

H
U
月
刊
日
、
市

容
な
と
く
わ
し
い
こ

こ
に
つ
い
て

一営
陪
球
場
ム
弓
道
H
問
、
市
営
弓

l
i
l
i
-
-
-
1
1

一道
場
ム
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
同

収

入

役

に

永

旧

一大
村
申
学
校
ム
相
撲
H
問
、
大
村

氏

が

再

任

一

神

社

A
軟
式
野
球
日
叩
月

M
、

-

一

一

;

-

-

一羽

田

、

日

月

日

目

、

市

営

野

球

二

、

大

村

市

モ

ー

タ

ー
ボ
ー
ト
競

一

(

第

三

号

)

一

入

歳

出

追

加

更

正

予

算

(

第

一

展

望

日

目

一

軒

阿

部

出

誌

な

ど

抗

議

案

を

決

定

一

一

言

書

写

一

一

十

時

お

仁

市

淀

川

一

一

日

和

一

三

年

度

畏

要

鮮

民

町

円

同

町

刊

一

村

小

学

校

講

堂

ム

バ

レ
ー
ボ
ー
ル

市

議

会

定

例

会

終

る

一

る

に

つ

き

同

意

柔

め

る

こ

ト

競

走

重

義

人

歳

出

追

加

一

村

市

特

別

会

計

と

畜

場

搬

入

歳

一日

間

、

大

村

小

学

校

々

睦

ム

柔

道

一

一
、
公
平
委
員
会
委
員
を
選
任
す
一
更
正
予
算
(
第
一
号
)
一
出
追
加
更
正
予
算
(
第
一
号
)

九
五
)
が
決
定
し
た
。

(庶
務
課
)一
日
向
、
大
村
中
学
校
体
育
館
ム
山

る
条
例
の
全
部
改
正
の
件

一
関
す
る
条
例
中
一
部
改
正
の
件
一
る
じ
っ
き
同
意
求
め
る
件
一
一
、
昭
和
一
ニ
十
二
年
度
長
崎
県
大
一
一
、
特
別
会
計
段
置
の
件

ゑ

議

鶏

畿

、

一

岳

部

H
賢

官

、
多

量

二

、
大
村
市
重
弁
償
条

例

士

二

、
災
害
復
興
住
宅
建
設
泣
び
補
ご

、
問
定
資
産
許
価
審
膏
委
員
会
一
村
市
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
一
一
、
悶
和
ゴ
一
十
二
年
度
長
崎
県
大

私
総

額

体

法

務
鋭
機
伊
一
経
ケ
岳
ム
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ

日

部

改

正

の

件

一

修
資
金
借
蛍
け
に
関
す
る
償
務
一
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
一
事
業
費
歳
入
歳
出
更
正
予
算
(
一
村
市
特
別
会
計
砕
石
操
業
費
歳

h
一
ア

ツ

ス

一

刻

二

月

9
4日

、

市

営

補

助

グ

ラ

て

大

村

市

議

会

議

員

の

報

酬

及

一

保

証

条

例

制

定

の

件

一

を

求

め

る

件

一

第

一

一

号

)

一

入

費

予

算

織
鱗
ぶ
被
~
j、一総
川

口

一

ン

ド

心
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

H
H
月
び
質
用
弁
償
等
L
関
す
る
条
例
一
て
所
属
未
定
地
を
お
市
の
区
一
一
、
国
有
財
産
(
土
地

J

買
受
け
一
一
、
昭
和
三
十
二
年
度
長
崎
県
大
一

一、

収
入
室
選
任
す
る
に
つ
き

ぷ

繍

懇

畿

電

一
日

目

、

大

村

襲

撃

ム

陸

上

中

一

部

改

正

の

件

一

域

に

編

入
申
請

の

件

一

の

件

一

村
市
特
別
会
計
上
水
道
事
業
費
一
同
意
を
求
め
る
件

4
4襲
撃

守

一競
技
H
来
年
四
同
開
催
予
定
一
、
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
二
、
大
村
市
議

案

型

一

部

一

一
、
市
先
債
の
件
(
一
一
.
件
)

一

歳

入

歳
出
追
加
更
正
予
算
編
一
そ
の
他
選
挙
算
委
員
及
び
補

写
真
は
永
田
氏
一

(教
育
蚤
員
会
)
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

一

改
正
の
件

ご

、

起

債

賄

額

の

件

一

一

号

)

一

充
員
選
任
の
件

F
'
j
p
d，d，，
a

，，
d
Fd，，
d'd'dFdc'dF，
d''
i
p，
d
Fd'4
F
d
F
'
i
p
a
p
a
p
d
p
'
i
vd''jvdv，
〆
，
，
二
、
大
村
市
営
じ
ん
か
い
焼
却
場
二
、
昭
和
三
十
二
年
度
長
崎
県
大
二
、
昭
和
三
十
二
年
度
畏
崎
県
大
一

O
註
追
加
予
算

(第
三
号
)
の

可
愛
い
い
お
子
さ
ん
そ
守
ろ
う
一
世
作
j
i
--
ら
は
凶
作
戸
川
阿
倍
待
問
問
，

h
花
川
内
向
付
一

灰

を

賛

り

ま

す

一
ご
重
の
向
は
保
険
衛
生
課
ま
た
一
③
事
業
継
続
資
金
三
万
円
以
内

一話
協
議
会
)

一

一は
出
張
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
一
④
住
宅
補
修
資
金

三
万
円
以
内
一
ム
イ
一
月
三
日
小
佐
古
長
安
寺
一

十

貫

で

六

十

円

一
い

。

一

⑤

技

能

習

得

資

金

月

一
千
五
百

一

秋
季
俳
句
大
会

大
村
俳
句
同一

去
る
八
月
に
大
村
市
盛
か
い
焼
却
一
ム
十
置
に
つ
き
(
正
味
)
六
十
円
一

円
以
内

一

好

会

一

場
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
市
内
一(空
か
ま
す
と
引
替
に

「か
ま
す
と

⑤
生
活
資
金
本
人
月

一
干
円、

一ム
9
2
百
t
六
日
中
央
公
民
舘
一

の
盛
か
い
は
全
部
焼
却
ろ
で
焼
却
一
に
つ
め
で
あ
る
の
を
践
す
。
)
一
児
童

一
人
に
つ
き
一

光
回
会
写
真
展
大
村
光
繭
ク
一

し
て
お
り
ま
す
が
、
乙
乙
で
製
産
一

ム
五
貫
紙
袋
入
三
十
五
円
(
紙

袋

一

五

百

円

以
内

一

ラ

ブ

一

さ
れ
る
灰
は
農
家
の
万
々
に
肥
料
一
〔
セ
メ
ン
袋
ま
た
は
類
似
品
〕
を
一

⑦
修
業
資
金
月
一
千
五
両
円
以

一ム
ク
ゴ
百

i
六
日
下
田
町
池
田

一

と
レ
て
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
持
参
す
れ
ば
出
味
の
料

金

(

二

十

一

内

一
写
真
釦
階
よ
洋
画
展
大
村
一

特
別
の
注
意
を
払
っ
て
処
理
し
次

一五
円
)
に
な
り
ま
す
。
)

一

ム

申

請

凶

間

十

月

二

十

日

か

ら

一

洋

阿

協

会

一

の
価
格
で
売
却
し
て
お
り
ま
す
。
一

(
保
険
衛

生

課

)

一

十

一

月

二
十
日
ま
で
一
ム
。
九
日

・
十
日

中
央
公
民
間
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
11

一
ム
申
込
手
続
、
そ
の
他
く
わ
し
い

一

秋
季
花
井
展
大
村
市
花
井
闘
一

母

子

福

祉

資

金

を

貸

付

一

行

詩

吟

務
所
へ
お
た
ず

一ム
諸
問
会
キ
リ
ス
ト
教

事
跡

一

一

(

福

祉

事

務

所

)
一
史
蹟
探
訪
会

大
村
史
談
会

一

申
込
受
付

-
H月
別

日

ま

で

一

1

1

1

1

1

1

一

一

一

一ム
グ
六
日

・
二
十
日

中
央
公
民
一

昭
和
三
十
二
年
度
第
三
次
の
母
子
一
し
て
い
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
、
一
秋
の
文
化
祭
行
事

一

館

レ

コ

ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
一

福
祉
資
金
の
貸
付
を
行
う
乙
と
に
一
お
よ
び
乙
れ
に
準
ず
る
女
子
、
並
一
本
年
度
文
化
祭
行
事
ぞ
次
の
と
お

一

大
村
音
楽
愛
好
会

一

な
り
ま
し
た
の
で
、
希
望
者
は
福
一
び
に
父
母
の
な
い
児
童
お
よ
び
乙
一
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

ど
希
一ム
。
十
七
日
中
央
公
民
館
市

一

祉
事
務
所
ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
一
れ
に
準
ず
る
児
童
。

一
望
の
方
は
ふ
る
っ
て
ど
参
加
く
だ
一

内
雄
弁
大
会
大
村
雄
弁
会

一

一
ム
貸
付
金
の
種

類

一

き

い
。

一ム
hv

二
十
三
日
・
二
十
四
日
中
一

ム
貸
付
の
対
象
一
①
生
業
資
金
五
万
円
以
内
一
ま
た
多
数
の
ど
参
観
そ
歓
迎
し
ま
一

央
公
民
舘
秋
季
華
道

十
月
十
四
日
招
集
し
た
市
議
会
定

例
会
は
、
十
月
二
十
一
日
開
会
し

た。
総
決
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ

る。
て
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
各
例
の
全
部
改
正
の
件

て

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及

ひ
非
準
を
定
め
る
条
例
中

一
部

改
正
の
件

一
、
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
中
一
部
改
正
の
件

一
、
大
村
市
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
中
一

部
改
正
の
件

一
、
大
村
市
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
申
一
部
改
正
の
件

一
、
大
村
市
職
員
の
燃
費
に
関
す

ジ
フ
テ
リ
ヤ
の
予
防
接
種

(今から流行期

秋
の
ジ
フ
テ
リ
ア
予

防
楼
種
そ
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
が
、
ジ

フ
テ
リ
ア
は
乙
れ
か

ら
凶
行
期
に
な
り
ま

す
の
で
、
該
当
の
方

は
、
も
れ
な
く
う
け

て
く
だ
さ
い
。
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考U南

の

場

合

は

必

ず

町

務

連

絡

委

員

(

町

総

代

)

を

経

て

、

市

民

課

(

出

張

所

)

へ

届
出

て

く

だ

さ

い

。

ム
該
当
者

①
生
後
六
カ
月
か
ら
十
二
カ
月
ま

で
の
者

(一二
回
注
射
器
う
り
る

こ
と
)

②
附
和
三
十
三
年
四
月
小
学
校
に

入
学
す
る
者

(
一
回
だ
け
)

ム
陪
屈
で
き
な
い
者

刷
気
、
心
臓
病
、
お
よ
び
胸
似
淋

山
体
質
の
よ
う
な
異
常
休
慣
の
人

は
時
騒
で
き
ま
せ
ん
。

ム
接
郁
料
金

一
人
当
り

一
回
に
つ

き
十
円
。

(保
険
衛
生
課
)

日

月

6
日
か
ら

日

と

場

所

し、

O 

一
院
費

一

改
築
費
百
九
十
二
万
一
千
円

(木

造
三
教
室
)
、
公
営
住
宅
建
設
費

千
五
百
十
六
万
八
千
円

(四
十
六

戸
分
)
と
な
っ
て
い
る
。

億
六
千
八
百
万
円

員一
一
削
前
次

(
引
)
池
田
郷
七
三

一
(
長
崎
予
備
校
事
務
局
長
)

ム
選
挙
管
開
設
円以
公
安
此

福
田
伊
五
郎

(打
)
下
長
居
一

七
五

(無
職
)

馬
場
前
一
雄

(引
)
沖
田
郷
五
四

一
(無
職
)

山
口
勘
一

(ω
)臼
泊
郷
一一

六
八

(農
業
)

ム
同
補
充
凶

宮
田
保
二
(
侃
)
原
郷
九
(
西

安
村
郵
便
町
長
)

原
口
富

一
(
ね
)
原
口
町
七
三

二
(
農
業
)

松
尾
正
一ニ

(η
)
池
田
郷
五
六

五

(農
業
)

(

庶
務
課
)

一
渦
重
小
改
築
公
営
住
宅
建
設
費
な
ど
も

一
般
会
計
迫
加
予
算
一
円
で
あ
る
。

総
額
は
約
二
億
一
千
一
歳
出
で
は
災
害
復
旧
費
一
儲
六
千

一
百
万
円
で
こ
の
う
一
八
百
七
十
六
万
五
千
円
で
、
乙
の

ち
主
な
も
の
は
次
の
一
う
ち
土
木
関
係
七
千
二
百
二
十
九

と
お
り
。
一
万
八
千
円
、
鹿
林
関
係
九
千
百
八

歳
へ
は
国
県
支
出
金
一十
八
万
八
千
円
、
教
育
関
係
四
百

九
千
九
白
九
十
三
万
一五
寸
七
万
九
千
円
と
な
っ
て
お
り

五
千
円
、
起
的
七
千
一
乙
の
ほ
か
福
重
小
学
校
改
築
費
八

、八
百
六
十
万
円
、
二
百
七
十
八
万
八
千
円
(
ブ
ロ
ッ
ク

般
財
源
二
千
八
百
十
一造
八
教
室
)
、
竹
松
小
学
校
改
築

万
五
千
円
、
そ
の
他
一即
日
四
百
四
十
一
万
一
千
円
〈
ブ
ロ

四
白
凶
十
一
万
t
千
一
ツ
ク
造
四
教
室
)
、
大
多
武
分
校

各
殺
行
政
委
員

な
ど
決
ま
る

今
議
会
で
任
期
満
了
に
伴
う
次
の

各
委
員
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

ム
教
育
蚕
開
会
委
員

(敬
称
略
)

永
田
範

一
(
郎
)
乾
馬
場
郷
七

一七

「山
北
)

ム
公
平
委
員
会
委
員

辻
鶴
吉

(
幻
)
原
口
郷
一
コ
一O

(
農
業
)

ム
闘
定
資
産
評
価
審
資
委
員
会
委

回



一

以
内
)

一
小
災
害
の
復
旧
計
画

一国
庫
補
助
事
業
以
外
の
小
災
害
に

一つ
い
て
は
、
例
人
で
復
旧
困
難
な

一も
の
は
市
首
事
業
と
し
て
復
旧
す

一る
よ
う
計
画
聞
で
あ
る
が
、

と
の

七
月
二
十
五
日
産
問
に
よ
る
股
林
一金
と
市
の
起
債
が
主
で
あ
っ
て
、
一
五
割
、
施
設
六

・
五
割
。
一
し
れ
を
一
事
業
は、

現
在
国
庫
術
助

ω見
込

関
係
災
害
の
復
出
事
業
に
つ
い
て

ご

部
地
元
(
受
読
者
)
ね
担
を
お一

乙
え
て
十
五
万
円
ま
で
は
、

農
地
一
み
は
な
い
が
、
相
当
相
の
起
似
は

は
八
月
一
日
か
ら
県
一
耕
地
謀
五
名
一願
い
す
る
乙
と

に

な

る

。

一

八

割
、
施
設
九
割
。
十
五
万
円
を
一
認
め
ら
れ
る
の
で
、
国
庫
補
助
事

福
附
県
三
名
の
技
術
職
員
の
凡
援
一
し
か
レ
、
乙
の
地
元
負
担
の
率
一
こ
え
る
部
分
は
、
農
地
八
割
、
筋

一栄
の
最
底
率
の
市
負
担
は
実
行
し

を
拘
て
、

一
団
地
十
万
円
以
上
の
一
は
な
似

ue認
定
舶
に
よ
っ
て
左
一
設
十
制
の
補
助
と
な
る
。

一た
い
。

個
所
に
つ
き
、
国
庫
補
助
事
業
と
一

右
さ
れ
る
が
、
見
込
み
と
し
て
一
右
の
卒
均
数
が
補
助
率
と
な
る
わ

一
個

人

勝

手

の

工

事

は

し
て
九
月
末
日
ま
で
三
回
に
わ
た
一

は
農
地
復
h
二
割
以
内
、
溜
池
一け
で

あ

る

。

一

で

き

な

い

り
農
林
省
(
大
敵
省
立
会
)
の
査
一
井
曜
は

一
乱
以
内
、
他
の
向
山
一
乙
の
国
庫
補
助
事
業
は
大
体
三
ヵ

一

な
お
災
害
復
旧
事
業
は
、
将
来

定
を
受
げ
た
が
、
そ
の
結
果
は
欽

一

塁

、

Z
M全額
m負
担
で
一年
間
で
完
成
す
る
の
が
普
通
で
あ
一

|
|
l
i
l
i
-
-
-ー

の
と
お
り
決
定
し
た
。

一

実

施

す

-

る

予

定

。

一

っ

て

、

そ

の

年

度

毎

に
事
業
費
の
一

.

査
定
決
定
(
二
ハ
六
個
所
」
四一

右
の
災
事
復
h
事
業
に
刻
す
る
国
百
一
(
一
ニ
、
五
、
二
)
が
行
わ
れ
一

忠

霊

塔

秋

の

慰

霊

祭

億
千
三
百
一
万
白
千
円
一
庫
補
勘
金
の
額
に
つ
いV
て
は
現
行
一

る

。

一

回
一
伝
達
す
れ
将
位
訪
日間以
M
M
M
J
M
一
い
抗
日
制
即
日
開
一
諒
一

万
二
千
絵
名
が
参
列

六
千
八
百
四
十
万
円
で
、
残
り
の
一
補
助
率
を
劃
定
す
る
に
は
、
市
町
一

あ
り
ま
た
関
係
者
計
ひ
に
農
協
一
明
治
維
新
以
来
の
殉
国
英
霊
五
万
一
午
前
十
一
時
か
ら
長
崎
県
宗
教
憩

百
五
十
五
刀
所
二
億
幽
千
四
百
六
一村
を
単
位
と
し
て
、
そ
の
俸
の
復
一
の
協
力
を
得
る
な
ら
ば
、
農
林

一七
千
五
百
七
十
柱
を
器
肥
す
る
三
一
盟
の
翠
仕
に
よ
り
厳
か
に
執
行
さ

十
一
万
四
千
円
が
市
営
事
業
で
あ
一

旧
額
合
計
と
被
害
を
受
け
た
耕
作
一
漁
業
貴
金
を
借
入
れ
、
施
越
工

一
城
々
駈
の
長
崎
県
忠
艶
塔
第
四
回
一
れ
た
。

る

。

一

者

数

を

集

計
し
、
そ
の

ご
戸
当
り
一
事
を
行
う
と
と
が
で
き
る
。
一
枚
季
慰
霊
祭
は、

長
崎
県
殉
国
慰
一
と
の
目
、
離
島
を
除
く
県
内
各
地

市
営
事
業
の
経
費
は
、
国
庫
補
勘
一
が
八
万
円
必
内
の
場
合
は
、
農
地
一
(
借
入
れ
は
、

事
業
費
の
八
割
一
語
奉
賛
会
の
主
催
で
十
月
二
十
日
一
か
ら
の
遺
族
来
賓
一
万
二
一
十
余
名

一
装
行
列
が
市
内
を
ね
り
歩
き
、

お
一の
あ
と
、

ミ
ス
農
協
の
市
申
オ
ン

一
で
人
気
を
集
め
た
。

賑

わ

っ

た

復

興

ま

つ

り

一
祭
気
分
を
わ
き
立
た
せ
、
午
後
は
プ
レ
ー
ト
を
行
っ
た
。

一十
七
、
十
八
日
は
駅
通
り
で
水
害

目
白
川

4
4量

a
E
J

#

一
本
町
特
設
舞
台
で
演
芸
会
、
歌
合
一
こ
の
日
水
害
見
舞
の
た
め
特
別
出
一
観
光
写
真
展
が
行
わ
れ
た
。

ミ
ス
農
協
選
彰
な
ど
人
気
わ
く
一
刊
誌
揺
れ
訪
日
れ
一
軒
諮
問
持
母
堅
持
続
詩
情
時

七
月
水
害
で
沈
滞
し
た
空
気
宝
初
日
の
十
五
日
は
春
日
程
、
太
一
会
が
行
わ
れ
た
。
一
央
公
民
舘
で
、
ミ
ス
農
協
選
実

一
桜
祭
り
を
し
の
ぐ
人
出
で
賑
い

掃
し
、
新
し
い
気
署
員
長
一
神
宮
の
祭
典
で
幕
を
あ
け
、
宣
一
言
目
十
七
日
ラ
ミ
ス
農
協
二
耳
に
引
き
つ
づ
き
、

演
奏
を
行
つ

一

翼

へ

の

気
運
義
た
に
し
た

上
ろ
う
と
十
月
十
五
日
か
ら
十
八
一
裂
で
は
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
、
一
選
彰
大

会

が

中

央

公

民

舘

で

開

か

一

た

。

一

菜

、

ミ

ス

農

協

決

定

者

と

駅

伝

日
ま
で
大
村
商
工
会
議
所
主
催
の
一
福
重
の
重
井
田
浮
立
が
そ
の
素
朴
一

れ
、
各
農
協
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
一
ま
た
、
市
内
駅
伝
競
走
に
は
十
三
一
競
走
の
順
位
は
次
の
と
お
り
。

も
と
に
市
内
各
商
雲
、
青
年
企
典
雅
な
舞
雲
市
内
各
所
で
披
露

τ名
の
ミ
ス
農
協
が
決
定
、
観
衆
一
チ
1
ム
が

簡

を
車
つ
な
最
高
一
〔
ミ
ス

農

協

〕

議
所
、
モ
デ
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

共

一

し

た

。

一

の

祝

福
を
浴
ひ
な
が
ら
、
青
年
会
一
糊
に
達
し
た
。

一

(

敬

称

略

)

催
、
大
村
市
、
市
内
各
農
協
、
市
一
翌
十
六
日
は
中
央
地
区
の
明
治
大
一
議
附
朝
長
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
一
冨
松
神
社
で
は
祭
典
の
あ
と
氏
子
一

内
各
新
聞
社
、
の
後
援
で
大
村
復
一

帝
と
日
鋭
戦
争
や
宇
宙
人
、
赤
胴
一
盛
り
沢
山
の
賞
品
が
贈
ら
れ
た
。
一
有
志
の
奉
納
演
芸
会
、

県
下
選
抜
一
ム
中
村
厚
子
(
幻
)
一
二
浦
ム
南

興
祭
が
盛
六
に
催
さ
れ
た
。
一
鈴
之
切
な
ど
趣
向
を
乙
ら
し
た
仮
一

午
後
は
郷
土
演
芸
会
で
賑
い
、
そ
一
相
撲
大
会
、
御
輿
の
お
下
り
な
ど
一
菊
江
(
日
)
鈴
田
ム
中
山

v
つ
め

-

の

(
幻
)
大
村
ム
吉
田
冷
子

(
お
)

西
大
村
ム
入
口
静
子
(
幻
)
竹

松
ム
今
里
淳
子

(幻
)
萱
瀬
第

一
ム
柿
卒
礼
子

(
日
)
萱
糊
第

二
ム
石
川
サ
カ
ヱ

(
泣
)
福
重

も
山
昼
夜
3
K陣
地仏
ほ

島
静
子

(初
)ー開
拓

〔
騒
伝
競
走
成
績
〕

①
大
村
高
A
1
時
間
切
分
幻
秒

②
園
芸
高

A
③
大
付
高

B
④
大

村
航
空
隊
①
十
ヘ
村
部
隊
⑤
問
芸
高

B
⑦
宵
年
団

B
め
青
年
団
A
mw

九
州
電
気
工
事
A
⑬
大
村
郵
便
開

A
⑪
大
村
入
国
者
牧
容
所
⑫
九
州

電
気
工
事

B
⑬
中
へ
村
郵
便
同
B

(
商
工
水
産
課
)

(二)

農
林
耕
川
の
査
定
決
ま
る

ーーー一...... 

六
六
ヵ
所
、
四
億

一
千
鈴
万
円
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厳
格
な
検
査
が
行
わ
れ
る
の
で

受
益
者
の
倒
人
の
自
由
忠
志
に

よ
る
工
事
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

特
に
国
一時
制
助
事
業
区
域
内
の

農
地
に
堆
和
し
て
い
る
土
、
砂

際
な
ど
を
単
独
で
他
に
移
動
さ

せ
た
り
、

捨
て
た
り
し
て
も
、

そ
の
経
到
は
制
助
金
で
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

そ
の
上
、

復
旧
事
業
を
行
う
場

合
、
国
庫
補
助
事
業
区
掛
か
ら

除
列
さ
れ
る
と
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
注
意
願
い
ま
す
。

(農
林
課
)

が

増

結

列

車

や

臨

時

パ

ス

を

迎

ね

困

窮

者

に

し

て

自

立

更

生

に
必

て

早

朝

か

ら

続

々

と

椀

内

を

埋

め

硬

な

資

金

を

他

か

ら

融

資

を

受

る
叩
に
定
刻
開
式
、

製
職
者

入

場

り

る
乙
と
が
困
鮒
な
者
に
対
し

海
上
自
衛
隊
佐
山
保
地
方
総
監
部

て
行
う
。

音
染
隊
の
引ね
が
代
吹
奏
に
つ
い

で

げ

一伺
μ
条
託
金
は
、
次
仁
川
向
げ
る

祭
典
委
員
長
大
村
市
長
の
閉
式
の

叫

一
条
件
に
よ
っ
て
日
付
る
も
の
と

辞
、
宗
教
連
盟
各
部
長
の

持

礼

、

ー

一

ず

る

。

修
級
、
久
田
松
宮
司
ml
祭

詞

奏

上

川

一
生
築
資
金
の
日
付
に
あ
り
で
は

久
保
牧
師
の
聖
喜
朗
読
祈
閥
、
小

か

一
適
当
な
保
証
人
一
名
を
立
て
な

佐

々

住

臓

の

表

白

文

、

栴

自

音

楽

安

一

け

れ
ば
な
ら
な
い
。

隊
の
。
国
の
鎮
め
9

吹
奏
に
引

き

ク

一ム
貸
付
金
の
極
類

生
業
資
金

つ
づ
き
祭
主
宰
賞
金
罫

西

岡

県

知

一

ム

貸

付

限

度

額

三
、
0
0
0円

事

代

理

塩

飽

副

知

事

の

切

々

た

る

以

一

ム

償

還

期

限

一

年

以

内

ム

償

慰
霊
の
一
制
が
捧
げ
ら
れ
、

国

会

識

は

一

還

万

法

一

間

払

、
月
賦
払
随
意

員
代
表
綱
島
什
議
士
、

金

子

県

議

月

一
ム
貸
付
利
率

無

利
子

会
議
長
、
八
市
長
代
表
同
一
間
松
山

m

U

一
第
六
条
資
金
の
貸
付
を
受
け
よ

市

長

、

町

村

長

会

長

代

理

竹

内

川

け

一

う

と

す

る

者
は
、
た
す
け
合
い

棚

町

長

、

問

主

県

連

合

理

族

会

長

七

一

資
金
借
入
申
込
書
を
そ
の
居
住

遺
児
代
表
大
村
中
三
竺
年
生
永
一
辞
が
あ
り
、
大
村
祭
典
委
員
長
の

百

一
地
の
担
当
民
生
委
員
を
経
由
し

回
洋
子
さ
ん
ら
の
来
賓
慰
問一叫
の
詞
一
閉
式
の
辞
で
十

二

時

四

ふ

併

、

勝

五

一

て

、

本

市

社

会
福
祉
協
議
会
長

厚
生
大
臣
、
筑
波

靖

国

神

社

宮

司

一

粛

盛

六

に

式

典

そ

鰐

了

し

た

。

汗

一

(

以

下

「
会
長
」
と
い
う
)
に

北
白
川
荊
国
神
社
翠
賛
会
長
州
各

一な
お
、
午

後

は

境

内

に

お

い

て

、

日

一

提

出

し

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

。

方
面
か
ら
の
慰
霊
街
地
支
披
践
が
あ
一
大
村
剣
道
協
会
ヂ
催
の
剣
道
や
大

町
一
第
七
条
会
長
は
借
受
人
が
次
の

っ
て
、
し
め
や
か
な
読
経
の
中
に
一
村
、
竹
松
両
部
隊
の
銃
剣
術
と
大

3
一
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は

各
参
列
者
代
表
の
焼
香
、
主
催
者
一
村
地
区
柔
道
協
会
主
催
の
柔
道
が

一

直

ち
に
貸
付
金
の
一
部
又
は
全

国

飽

副

知

事

の

あ

い

さ

つ

、

遺

族

一

奉

納

さ

れ

、

境

内

や

市

内

は

人

出

一

額

を

償

還

さ

せ

る

と

と

が

あ

る

代

表

藤

崎

大

村

市

遺

族

会

長

の

謝

一

で

賑

わ

っ

た

。

(

福

柾

事

務

所

)

一

て

借

受

人

の

申

出

が

あ

る

と

一

ぎ

。

¢

川

一

管

と

毎
竺

十

五

日

は

整

理

一

@

閲

覧

の

方

法

一

に

流

用

し

た

と

き

。

ー

…

貸

出

し

文

庫

も

準

備

一

日
で
休

館

し

ま

す

。

一

一

三
、
借
受
入
が
市
在
住
居
を

一

一

@

希

望

の

本

(台
帳
を
出
し
て
い
一

読
…
読
書
の
秋
が
訪
れ
、
全
国
的
に
図
替
舘
を
中
心
と
し
て
一
@
図
書
、舘

に
は
ど
ん
一
ま
す
)
を
ざ
が
し
て
閲
覧
用
紙
一
変
更
し
た
と
き
。

十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
九
日
ま
で
著
書
義
一
な
本
が
あ
る

か
一
に
書
い
て
、
係
に
出
し
て
く
だ
一
第
九
条
借
受
人
は
指
定
期
日
ま

け
、
広
く
読
書
の
普
及
と
啓
発
に
努
め
る
運
動
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
一

総
冊
数
一

O
、
八
二
七
冊
一
さ
る
と
お
渡
し
し
ま
す
。
(
無
一
で
に
所
定
の
元
金
を
会
長
に
納

れ

て

い

ま

す

。

一

内

訳

一

料

で

す

。

)

一

入

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

乙
の
嬰
定
市
民
の
皆
様
に
大
村
市
立
図
書
館
を
ど
認
識
い
た
だ
一
辞
書
類
約
二
、

0
0
0
、
社
会
一

@
新
聞
は
別
室
で
自
由
に
お
読
み
一

(市
社
会
福
祉
協
議
会
)

き
今
後
一
層
ど
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
一
科
学
(
法
律
、
経
済
、
政
治
等
)
一
く
だ
さ
い
0

・

-1
-22

el

o図
書

舘

の

案

内

図

一

。

図

書

舘

が

開

い
て
一
二
、

0
0
0、
哲
学
二
八
、
一
古
い
新
聞
も
保
存
し
て
あ
り
ま

l
i
l
l
'一

い

る

日

と

休

み

の

日

一

自

然

科

学

て

0
0
0
、
歴
史
一
す
。

寸

I
M
B
I
-
-
1
i
一

一

四
O
O
、
正
学
一

0
0
、
産
業
一
@
団
体
な
ど
で
読
書
会
を
作
っ
た

一
大
村

駅

一

一
毎
週
水
、
木
、
金

土

日

ま

一

一

一

一

一

;
一
ニ

O
O
、
文
学

四、

ご
0
0、
一
万
は
貸
出
文
庫
の
ど
相
談
に
応

一

1

1
1

1
ト
l
一

朝

九

時

か

ら

午

後

五

時

半

ま

で

一

一

一

一
芸
術

一
五
O
、
児
童
六
O
O
、
一
じ
た
い
と
準
備
叩
で
す
か
ら
、

わ
l
タ
/

一

開
館
し
て
い
ま
す

0

7

一

A
Q-二
月
曜
は
休
み
、
火
曜
ま
午
後
開
一

語
学

七
O
、
法
超
高
っ
て
一

貫
任
者
が
お
出
で
く
だ
さ
い
。

一

』

一

い

ま
す
。

，

(市
立
図
書
館
)

一

舘
し
ま
す

O

E

一

月
曜
を
休
み
、
日
曜
を
開
館
す

一

一

る
の
は
、
勤
め
て
い
る
万
な
ど

一

ζ

乙
数
年
間
の
利
用
者
の
状

簡
易
】
調
べ
て
み
る
と
、

大
村

κ市
ホ
図
書
館
が
あ
る
乙
と

を
知
ら
な
い
方
や
、
場
所
を

C
承
知
な
い
方
が
あ
る
よ
う

で
す
.

極
〈
便
利
な
場
所
で
す
。

気

軽
K

C
来
館
〈
だ
さ
い
。
開

覧
は
無
料
で
す
。

(上〕大村祭典蚕員長の

開式Iの辞

(
左
)
少
年
剣
士
の
熱
殴

(
右
)
慰
霊
的
ζ

と
ば
を
述
ぺ
る
遺
児

代
表
永
田
さ
ん

仁ゴ

自
立
更
生
資
金
を
貸
付

申
込
日
月
日
日
ま
で
社
協
で

人公

A

m山

一

一上
員

下
書
一

一
一
安
図
一

両
清
階
ほ
一

一
事

↓作
一

| 中央 l 
t公民館 l

1

0加スi
停留所 !

大
付
市
社
会
福
祉
協
鎚
会
で
は
飢

一議
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

二
回
目
の
た
す
け
合
い
資
金
ふ
公

一

t
f

一
大

村

市

社

会

福

蹴

協

の
貸
付
規
程
に
よ
り
貸
付
け
ま
す
一

仙
一党
希
望
者
は
十
一
月
十
石
川
ま
一

議

会

に

す

け

合

い

資

で
に
担
当
地
区
民
生
委
員
を
怒
し
一

金

貸

付

規

程

(
抜
ポ

)

市
福
祉
事
務
所
内
の
社
会
福
税
協

一館
三
条

資
金
の
貸
付
は
、
生
活

ツ

ミ

し

ヤ

ド

ま

キ

バ

め

の

や

や

で

ル

は

上
一

ン

〉

路

ボ

ト

弘

道

チ

ン

よ

農
村
青
年
県
外
実

地
研
修
生
を
募
集

長
崎
県
で
は
泊
二
次
農
村
背
年
県

外
実
地
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
農
林
諜
へ
十

一
月
八
日
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い。く

わ
し
い
と
と
は
股
林
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。(農

林
課
)

危険ですから


